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公益社団法人の認定から１年経過して
理事長　紺 　 正 行

　ご あ い さ つ

　被害者支援センターす

てっぷぐんまは、昨年４

月１日、群馬県より公益

社団法人の認定を受け、

また、群馬県公安委員会

より改めて犯罪被害者等

早期援助団体の指定を受

けて、１年を経過しました。

　無事１年を経過することができたのも会員及び

賛助会員の皆様並びに関係機関の皆様のご理解と

ご支援の賜物であり、厚くお礼を申し上げます。

　この１年のすてっぷぐんまの被害者に対する支

援活動として、特に挙げるべきものは、昨年４月

29日に発生した関越自動車道の高速ツアーバス事

故があります。乗客７名が死亡し38名が重軽傷を

負うという事故の報告を受けて、すてっぷぐんま

では、群馬県警察本部被害者支援室と連携して、

直接的な支援活動を行いました。具体的には、被

害者や家族に寄り添ってお話をお聞きするだけで

なく、被害者が群馬の方ではなかったことから、

宿の手配をしたり、土地勘がない被害者に代わり

買い物をしたり、入院中の被害者の様子を遠方の

家族に伝えたりしました。

　このような支援活動が新聞やテレビで報道され、

県民には、すてっぷぐんまの具体的な活動内容を

知っていただく機会となりました。

　その効果かどうかははっきりしませんが、この

１年の直接的な支援活動は、件数の増加だけでな

く支援内容も充実したものになっています。具体

的には、被害者等が、裁判を傍聴する際に裁判所

へ同行すること、警察や検察の事情聴取に出頭す

る際に同行すること、病院への付き添いなどの実

効性のある活動を行っています。

　このように被害者に対する支援を行うためには、

財政的基盤の確保が不可欠です。すてっぷぐんま

では、財源不足を解消するため、まず、寄附金付

きの飲料自動販売機の設置をお願いしています。

現在、前橋赤十字病院、群馬大学医学部附属病院、

社会保険群馬中央総合病院、群馬弁護士会館、道

の駅川場田園プラザに設置されております。今後

も学校や事業者等に設置を働きかけていきたいと

考えております。次に、財政基盤の構築に実績の

ある方を職員として迎え入れ、事業所等に対し、

賛助会員への勧誘や寄附金のお願いをするよう活

動をしていただくことになりました。

　終りに、会員及び賛助会員の皆様、関係機関の

皆様、貴重な浄財をご寄附いただいた皆様には、

深く感謝申し上げるとともに、今後ともなお一層

のご支援ご協力を賜りますよう心よりお願い申し

上げます。
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　「ファンドレイジング」担当　岡　正雄です。よろしく。
　「ファンドレイジング」って…何？早速、調べてみた。簡単に言えば「民間非営利団
体の資金集め」だった。それは、前職の公益財団法人群馬県防犯協会の専務理事とし
て５年間継続してやってきたことだ。
　「被害者支援センターすてっぷぐんま」が賛助会員の減少に加え、活動経費の増加な
どから全般的な活動資金の確保に窮しており「ファンドレイジング」が急務であると
伺った。私自身、困っている人、弱い人の見方になりたいと警察官になり、定年退職
後の防犯協会でも、それをモットーにして犯罪を１件でも少なくしようと心がけてきた。
そんな私に、「すてっぷぐんま」から「ファンドレイザー」のオファーがあった。躊躇

する気持ちはあったが、少しでもお役に立ちたいとお引き受けさせていただいた。
　事務局勤務もまだ２ヶ月、資金をより必要とする直接支援の増加傾向や、見聞きする多くの事象を思えば、世
のため、人のためと自信を持って、賛助会員の募集をはじめとする「ファンドレイジング」に臨めると思っている。
　近々には、「賛助会員になりませんか」と、人懐っこい笑顔で皆様の前に現れるかもしれません。その時は、よ
ろしくご支援ください。

平成24年度 決算・事業報告

収入の部 （単位：円）
NPO分（H24.９.25精算結了）期間H24.４～６

科 　 目 金　額
会費（正会費･賛助会費） 119,000
寄附金 7,000
委託料･補助金 1,194,080
その他 171,884

計(A) 1,491,964

支出の部
科 　 目 金　額

事業費
　人件費 1,224,582
　その他 547,130

事 業 費 計 1,771,712
管理費
　人件費 908,904
　その他 668,897

管 理 費 計 1,577,801
計(Ｂ) 3,349,513

収支差額【(A)-(B)】（Ｃ） △ 1,857,549

前年度繰越金（Ｄ） 4,970,642

残余財産【（Ｃ）+（Ｄ）】 3,113,093
※残余財産は公益社団法人へ全額寄附いたしました。

相談・支援受理件数

犯罪被害相談 その他 計

649 135 784

「ファンドレイジング」担当です !

収　益 （単位：円）
公益社団法人分　期間H24.４～H25.３
科 　 目 金　額

会費（正会費・賛助会費） 3,963,000
寄附金（会計ソフト含む） 6,504,221
委託料・補助金等 7,186,100
その他 591,415

計(A) 18,244,736

費　用
科 　 目 金　額

事業費
　人件費 6,844,194
　その他 4,930,936

事 業 費 計 11,775,130
管理費
　人件費 3,023,587
　その他 933,506

管 理 費 計 3,957,093
計(Ｂ) 15,732,223

当期経常増減額（A)-(B) 2,512,513

警察関連支援 6

裁判関連支援 43

検察庁関連支援 8行政窓口等への付き添い 1

病院付き添い 7

自宅訪問 6

生活支援 24

その他 6殺人（傷害致死） 74

強盗（致死傷） 5

強姦 96

強制わいせつ 170
暴行・傷害 40

その他性犯罪 ２

交通死亡事故 26

交通事故 70

財産的被害 5

ＤＶ 118

ストーカー 9

相談のみ  428

他機関紹介 15

法律相談 ９

カウンセリング １

直接的支援 105

 その他 90

危険運転致死傷 34

シェルター提供 4

他機関引継 １

犯罪被害内訳
649件

対応内訳
649件

直接支援内訳
105件

岡　正雄さん
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センターの活動報告（2012年10月１日～2013年３月31日）

直接支援 広報・啓発(講師派遣等） 研修・会議・その他の活動

10月

●警察関連支援（２日・19日）
●検察庁関連支援（３日）
●裁判関連支援（10日・24日）
●司法書士事務所付き添い支援（30日）

●富岡署連絡協議会（１日）
●前橋刑務所刑執行開始講話
　(２日・16日・30日）
●法テラス地方協議会（２日）
●利根実業高校「命の大切さを学ぶ教室」
（５日）

●渋川署連絡協議会（17日）
●被害者支援ふれあいコンサート
　薮塚文化会館（27日）
●群馬ＴＶ(ニュースeye８)出演（29日）

●支援活動員後期養成講座（４日・６日）
●専門研修・定例会（６日）
●支援会議・事業委員会（９日）
●自助グループ勉強会（18日）
●法テラス勉強会・県ＤＶネットワーク

会議（23日）
●事例検討会（25日）
●ワーキンググループ会議（31日）

11月

●検察庁関連支援（７日）
●裁判関連支援（20日）

●群馬ＴＶ(ジャストニュース)出演（１日）
●法テラス地方協議会（２日）
●県立女子大文化祭広報活動（３日）
●桐生大文化祭広報活動（４日）
●長野原署連絡協議会（６日）
●前橋署連絡協議会（９日）
●前橋刑務所刑執行開始講話(13日・27日）
●沼田署連絡協議会（14日）
●館林署連絡協議会（20日）
●人権啓発フェスティバル広報活動（28日）
●被害者支援講演会（山内久子先生）(30日）

●支援活動員後期養成講座（３日）
●直接支援勉強会（６日）
●支援会議・事業委員会（６日）
●全国ネット会議（８日）
●自助グループ勉強会（15日）
●群馬弁護士会・すてっぷぐんま合同研

修会（19日）
●公益法人研修会（21日）
●ワーキンググループ会議（26日）
●日本財団監査（27日）

12月

●裁判関連支援（10日）
●弁護士事務所付き添い支援(12日）
●警察関連支援（21日）
●訪問面接支援（27日）

●前橋刑務所刑執行開始講話(11日・25日）
●尾瀬高校｢デートＤＶ防止に関する講

座」（12日）
●富岡東高校｢デートＤＶ防止に関する講

座」（19日）
●前橋東署連絡協議会（26日）

●ボランティア養成講座（１日・15日）
●自助グループクリスマス会（９日）
●支援会議・事業委員会（14日）
●自助グループ勉強会（20日）
●事例検討会・全国ﾈｯﾄ会議(27日）

１月

●検察庁関連支援（５日）
●裁判関連支援（11日・12日・22日・23日）
●シェルター提供支援（15日）
●警察関連支援（29日）

●前橋刑務所刑執行開始講話(８日・22日）
●太田フレックス高校｢デートＤＶ防止に

関する講座」（９日）
●Ｍウェーブラジオ出演（14日）

●ボランティア養成講座（12日・26日）
●法テラス勉強会（22日）
●事例検討会（24日）
●自助グループﾟ勉強会（31日）
●支援会議・事業委員会（11日）

２月

●裁判関連支援（４日・７日・14日）
●シェルター提供支援（12日）
●病院付き添い支援（18日）
●訪問面接支援（19日・27日）
●面会交流支援（22日）
●警察関連支援（23日）
●検察庁関連支援（27日）

●前橋刑務所刑執行開始講話(５日・19日）
●高崎工業高校｢デートＤＶ防止に関する

講座」（７日）
●吉井高校｢デートＤＶ防止に関する講

座」（７日）
●前橋商業高校｢デートＤＶ防止に関する

講座」（８日）
●沼田署連絡協議会（13日）
●県被害者支援連絡協議会（15日・25日）
●県警・大学等ネットワーク会議（28日）

●平成24年度通常理事会（９日）
●交通事故被害者サポート事業各種相談

窓口意見交換会（12日）
●支援会議・事業委員会（20日）
●自助グループ勉強会（21日）
●関東・甲信越地区ブロック研修（23日

～24日）
●ワーキンググループ会議（25日）
●事例検討会（28日）

３月

●行政窓口関連支援（14日）
●裁判関連支援（15日・28日・29日）
●病院付き添い支援（18日）
●シェルター提供支援・心理面接支援
（21日）

●生活支援（22日）
●シェルター提供支援（25日）
●病院付き添い支援（26日）

●前橋刑務所刑執行開始講話(５日・19日）
●前橋中央ロータリークラブ例会（27日）

●専門研修（２日、23日）
●全国ネット関東ブロック担当理事視察
（８日）

●支援会議・事業委員会（11日）
●自助グループ勉強会（21日）
●定例会（23日）
●ワーキンググループ会議･デートＤＶ意

見交換会（25日）
●事例検討会（28日）
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広　報

　被害者支援センターすてっぷぐんまでは、今年度も
相談支援業務に加え、様々な事業を行って行きます。

被害者支援講演会の開催
期日：平成25年12月１日（日）

講師：岡本真寿美氏（殺人未遂事件被害者）

会場：群馬会館大ホール

　平成25年２月23日～24日、横浜市神奈川産業振興セ
ンター会議室において、神奈川県被害者支援センター
の皆様のお世話になり、研修会が開催されました。す
てっぷぐんまからは２名が参加しました。関東・甲信
越10団体20数名の参加で、面接相談やプレゼンテー
ション技術、事例検討など、グループワークを中心
に具体的により専門性を深める研修が行われました。
　面接相談やプレゼンテーション技術について、日
頃から熱意を持って活躍されている講師の方々の言

葉には、被害者支援への強い思いとともに、力強さ、
温かさを感じました。特に、「頭は冷たく（冷静に）、
心は温かく、たくさんのチャンネルを持ってくださ
い。」と講師の方から言葉があり、心に刻みました。
　この貴重な研修に参加させていただいたことに感
謝し、出会った方々との連携が更なる被害者支援への
架け橋となるようネットワークを大事にし、更なる研
鑽を重ね被害者支援に活かしたいと思っています。

●他機関主催行事や街頭での広報啓発活動
●他機関主催研修会等への講師派遣

●被害者支援ボランティア養成講座の開催
●支援活動員前期養成講座の開催
●スタッフ専門研修
　～スタッフの技術向上のための研修を随時開催
●全国被害者支援ネットワーク開催の研修への参加

研　修

すてっぷぐんまの事業のお知らせ
平成25年度

　被害者支援ボランティア養成講座を開催しまし
た。９名の方が修了しました。

【受講生感想（感想文より抜粋）】

▼講座を受講して、犯罪や事故の被害者・家族を
めぐる困難な状況をいろいろな角度から知るこ
とができました。

▼講座の内容は、実際に関わりを持っている人達
からの言葉なので、とても重みがあり、心にス
トレートに入ってきました。

研 修 報 告

　平成24年12月１日～平成25年１月26日
　（計４日間　３コマ/１日）

2012年度　第２回　関東・甲信越ブロック研修に参加して

●随時開催

自助グループ

平成25年度　通常総会開催される
　６月15日、公益社団法人被害者支援センターすてっ
ぷぐんまの通常総会を開催しました。
　平成24年度事業報告、決算報告、監査報告、任期満
了に伴う役員の改選等の議案の審議を行い、満場一致
で承認されました。
　新役員は次のとおりです。

新役員名簿
理 事 長 紺　　正行 弁護士

副理事長 小磯　正康 弁護士

理　　事

新井　德子 相談員

梅澤　　徹 藤岡商工会議所会頭

関　夕三郎 弁護士

塚田　展子 臨床心理士

津久井信次 群馬県警友会監事

平澤　洋一 群馬銀行総務部長

長島　　勇 医師

武藤　洋一 上毛新聞社顧問

岡　　正雄 団体役員（新任）

専務理事 田村　國彦 事務局長

監　 事
加邉　秀雄 東和銀行専務取締役

丸山　和貴 弁護士

被害者支援ボランティア養成講座
を開催しました。
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　今年度４名の方に直接支援員として、
相談支援活動に加わっていただくことと
なりました。
　今後、センターの一員として活躍して
いただけることを期待しております。

直接支援員Ａさん
　４月から直接支援員として、活動させていただ
くことになりました。今は犯罪被害者支援の大切
さと難しさを強く感じています。犯罪被害者の
方々への支援活動は決して慣れ過ぎず、常に緊張
感を持っていなければいけないと思います。寄り
添うことをまず第一に考え、初心を忘れずに活動
に専念していきたいと思います。どうぞ、よろし
くお願いいたしします。

直接支援員Ｂさん
　同級生に孫ができる年代になり、これからはほ
んの少しでもどなたかのお役に立てるようなこと
ができたらと考えていた私にとって、被害者の
方々に直接関わる形での支援活動に加われるのは
とてもありがたいことです。直接支援員としての
活動はまだわからないことがたくさんありますが、
先輩方のご指導を仰ぎながら、被害者の方々のお
気持ちに温かく寄り添っていけるような支援員に
なれるよう努力していきたいと思っております。

直接支援員Ｃさん
　直接支援員に認定され、４月から活動させてい
ただいております。電話相談、裁判所への付き添
い等、実際に始めるとまだまだ知らないことばか
りです。その都度先輩に伺ったり資料を読んだり
して知識を得るという、日々勉強の毎日です。「被
害者の気持ちに寄り添う」ということを常に頭に
おき、誠実に対応することを心がけようと思いま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

直接支援員Ｄさん
　４月に直接支援員に認定され、すてっぷの一員
になりました。ボランティア養成講座から始まっ
た研修はとても有意義なものでした。研修を受け
ながら、私の中に支援員になりたいという気持ち
が育ってきたように思います。支援員としての責
任の重さを真摯に受け止め、諸先輩のご指導を頂
きながら、被害にあわれた方々の心の声に耳を傾
け、寄り添っていける様に努力したいと思います。
どうぞよろしくお願いします。

新たに直接支援員を認定しました

　不要になった古本で寄附をするホンデリングプロジェ
クトを始めました。
　読み終わった本や用の済んだ実用書、教科書などを指
定の買い取り業者に送付していただくだけで、買い取り
金額がすてっぷぐんまへ寄附されます。
　送付も買い取り業者がご自宅まで運送業者を手配する
ので大変便利です。寄附する本が５冊以上になれば、送
料もかかりません。
　詳しい手続き等については、すてっぷぐんまのホーム
ページをご覧下さい。
　また、本の送付には指定の「贈与承諾書」が必要とな
ります。ホームページからダウンロードしていただくか、
すてっぷぐんま事務局へお申し付け下さい。
　皆さまのご協力をお願いいたします。

指定買い取り業者バリューブックスに電話
（℡0120－826－295）して集荷を依頼

集荷に来たヤマト運輸に本を預けて完了 !

寄附する本を探す

「贈与承諾書」を記入

「贈与承諾書」とともに本を梱包

※のちに、バリューブックスより、寄附した
書籍の数と寄附金額の記載された「書籍寄
附受領書」が送られます。

手続きと流れ

ホンデリングプロジェクトを始めました！
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皆様の温かいご支援、心より感謝申し上げます。
私たちの活動は、皆様の温かいご支援により支えられております。
皆様のご協力を無にすることなく、これからも更なる支援活動の拡充を目指し、邁進して参ります。
今後とも、変わらぬご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

【平成24年４月１日～平成25年３月31日まで】賛助会員となられた皆様（敬称略・50音順 ）

 【団　体】 　　　108団体

株式会社　赤城自動車教習所 群馬県臨床心理士会 富岡警友会
吾妻環境株式会社 群馬総合ガードシステム株式会社 トヨタドライビングスクール群馬
吾妻地区金融機関防犯連絡協議会 警友会前橋 株式会社　登利平
吾妻地区職域防犯協力会 サンデン株式会社 中之条町商工会
吾妻地区職場警察連絡協議会 渋川警友会 株式会社　ナカヨ通信機
吾妻地区防犯協会 渋川交通警察モニター協議会 南波建設株式会社
池原工業株式会社 渋川地区職場警察連絡協議会 日本光電富岡株式会社
伊勢崎警察署地区防犯協会 清水タクシー有限会社 日本中央交通株式会社
伊勢崎警友会 社団法人群馬県指定自動車教習所協会 沼田土建株式会社
伊勢崎交通警察モニター 上越クリスタル硝子株式会社 沼田利根職域防犯連合会
伊勢崎佐波ライオンズクラブ 上毛電業株式会社 原株式会社
梅澤産業株式会社 信越化学工業株式会社群馬事業所 東吾妻町商工会
株式会社　おおぎやフーズ 株式会社　スナガ 有限会社　東　橋
太田交通警察モニター協議会 株式会社　瀬戸ヶ原花苑 久松商事株式会社
太田市暴力追放推進協議会 セブンイレブン安中磯部４丁目店 ヒロパックス株式会社
大渡自動車学校 株式会社　測研 藤岡地交推
株式会社　金山自動車教習所 株式会社　たいよう共済群馬支店 有限会社　双葉レッカーサービス
桐生警察署管内職域防犯連合会 高崎警察署管内職域防犯協会連合会 星野医院
草津町交番連絡協議会 高崎交通警察モニター協議会 一般社団法人　前橋市歯科医師会
群栄化学工業株式会社 高崎国際パートナー連絡協議会 前橋商工会議所
グンセン株式会社 高崎倉庫株式会社 前橋食堂協同組合
群馬銀行 高崎ターミナルビル株式会社 前橋女性ドライバークラブ
株式会社　群馬グリーン配送 高崎遊技場組合 前橋赤十字病院
社団法人　群馬県安全運転管理者協議会 高山運輸倉庫株式会社 前橋地区職場警察連絡協議会
社団法人　群馬県医師会 館林自動車教習所 前橋中央ロータリークラブ
群馬県医師信用組合 株式会社　田村屋 前橋東地区職域防犯協力会
社団法人　群馬県警友会 学校法人　中央総合学園 前橋東地区職場警察連絡協議会
群馬県剣道連盟 医療法人　鶴谷会　鶴谷病院 前橋ライオンズクラブ
財団法人　群馬県交通安全協会 東京産業株式会社 医療法人　真木会
群馬県済生会前橋病院 有限会社　東　花 南渋川自動車教習所
社団法人　群馬県歯科医師会 東朋産業株式会社 村岡食品工業株式会社
群馬県柔道連盟 東和銀行 株式会社　メモリード
群馬県接骨師会 利根沼田深夜スーパー等防犯協力会 モロオカ建設株式会社
社団法人　群馬県農協交通安全対策協会 利根沼田地区金融機関防犯連絡協議会 株式会社　ヤマト
公益財団法人　群馬県防犯協会 利根沼田地区職場警察連絡協議会 ラジエ工業株式会社
群馬県遊技業防犯協力会 利根沼田地区地域安全活動推進協議会 理研鍛造株式会社

相 京 克 彦 有 田 高 枝 石 橋 　 篤 今 成 　 淳 内 村 栄 吉 大 谷 和 一 小 川 昌 子
相 原 英 子 安形明貴子 石 橋 幸 市 入 澤 信 常 空 井 宏 行 大 野 元 彦 長 　 京 子
赤 坂 益 代 飯 塚 勝 明 伊 勢 崎 実 岩 井 正 光 梅澤キヨ子 大 畠 広 明 押 江 達 海
秋 葉 良 三 飯 塚 正 美 板 橋 桂 一 岩 崎 富 江 梅山喜美男 大平マリ子 尾 内 亮 介
阿部アキ子 池 畠 弘 尚 市 川 滋 美 植 杉 隆 夫 江 口 安 美 大 本 計 馬 小 渕 繁 雄
阿 部 晴 子 石 坂 安 之 伊藤麻利子 上 原 和 子 大 﨑 展 靖 岡 田 英 明 笠原ちよ子
荒木田郁夫 石 橋 陽 成 伊藤美代子 内 川 祐 市 大 嶋 順 一 岡 田 良 人 加 藤 勝 二

 【個　人】　　　194名
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加 藤 光 治 後 藤 充 隆 白 石 和 之 田 島 正 浩 中 村 陽 子 松 岡 寿 治 山 田 春 雄
門 脇 　 忍 小 林 高 志 白 石 俊 昌 棚 澤 和 雄 並木なつ江 松村サチ子 山 田 道 子
鹿沼小夜子 小 林 正 明 新 藤 信 夫 田 村 一 江 温 井 勝 江 松 村 　 茂 大 和 英 雄
狩 野 昭 子 小堀美佐枝 鈴 木 公 代 丹 藤 貞 江 橳 島 幸 正 松 本 晶 子 横 山 順 子
狩 野 　 明 小森谷茂乃 鈴 木 恵 子 対比地真知子 根岸五百子 丸 岡 新 次 吉川真由美
狩 野 敏 子 近 藤 惇 子 鈴 木 　 栄 塚 越 末 男 根 岸 茂 夫 水 出 貞 子 吉 田 昭 代
草 間 道 子 坂井真由美 鈴 木 千 明 塚 田 光 芳 根 岸 敏 夫 峯 岸 教 子 吉 田 直 子
椛 沢 榮 一 佐 藤 　 誠 角 谷 町 子 津金沢静子 根 岸 秀 男 美 原 　 樹 渡 口 康 子
亀 井 幸 子 佐 藤 定 吉 関 口 礼 子 津久井彦一 萩 原 信 治 宮 下 奈 々 渡 辺 　 梢
神 部 　 勇 佐藤千佳子 関 根 幸 恵 角 田 成 司 羽 鳥 一 夫 村 川 孝 子 渡 辺 節 子
菊 池 忠 春 皿 山 雅 造 瀬 間 久 雄 出村登志美 花 岡 　 操 茂木右源太 渡 邊 利 平
北 島 文 子 塩家智津子 染 谷 洋 次 電 　 令 子 東 﨑 英 樹 茂木サチ子 渡 邉 弘 子
木 村 一 弘 塩 家 美 枝 高 橋 秀 一 堂 口 輝 雄 平 方 武 子 茂 木 英 子 渡辺眞佐子
久 保 武 久 品 川 忠 信 高 橋 　 弘 冨樫みち子 平 塚 　 浩 茂 木 弘 伸 渡 辺 ミ サ
小板橋豊子 渋川警察署協議会会員 高橋ひろみ 富沢光一郎 深 井 和 彦 森 下 茂 三 匿 名 ３ 名
鴻 田 和 俊 渋 谷 　 進 滝川ますみ 富澤くら子 藤 生 正 司 森 下 　 滋
鴻 田 直 宣 嶋 方 　 誠 田 口 智 彦 富 田 昭 子 古 屋 敏 江 森 島 達 夫
小島江津子 嶋 﨑 恵 子 詫間小夜子 中 川 怜 子 星 野 貴 子 栁 岡 弘 一
児 島 康 男 島村すみ江 田 子 克 子 中 粉 克 紀 細谷太一郎 山 田 彰 子
小 竹 洋 子 清 水 雅 美 田崎美津江 中 嶋 瑞 城 堀 口 正 孝 山 田 邦 子

群馬経済同友会 振興組合　高崎中部名店街
群馬県警察厚生会 館林警察署
群馬県警察本部 千明仁泉亭
国際ソロプチミスト高崎 有限会社　双葉レッカーサービス
有限会社　サン・プラン 前橋警察署
高崎警察署

寄附をくださった方々（敬称略・50音順）  【個　人】　40名

 【団　体】　11団体

【誤字・脱字等がありましたら、事務局までお知らせください。】

足 立 　 進 木 村 仁 美 中 本 真 理
新 井 淳 一 熊 川 俊 充 原 島 幸 子
新 井 德 子 栗 原 貴 志 針谷るみ子
荒 木 秀 子 小 磯 正 康 本 多 悦 子
石 坂 安 之 小 林 　 正 増 田 智 之
石 原 栄 一 小 林 淳 子 丸 山 和 貴
伊藤三知代 小 和 瀬 聡 宮 﨑 重 子
釆 女 英 幸 紺 　 正 行 宮 嵜 文 恵
大 﨑 和 久 嶋 方 　 誠 宮 下 　 章
大 谷 雅 昭 嶋 崎 恵 子 武 藤 洋 一
大平マリ子 関 夕 三 郎 大 和 英 雄
小 川 　 晶 竹 原 正 貴 匿 名 １ 名
押 江 幸 子 塚 田 展 子
金 田 悦 郎 富 田 昭 子

被害者支援自動販売機によるご支援のお願い

 設置についての詳細は、すてっぷぐんま事務局（電
話027－243－9992）までお問い合わせください。

　すてっぷぐんまでは平成24年度より、売上金の一部が寄附される清涼飲料
水自動販売機の設置を、事業者様のご協力をいただき進めてきました。趣旨
に賛同し設置をしていただける事業所・団体を広く募集しています。ぜひご
支援、ご協力をお願いいたします。
　平成25年度５月末日現在の設置ご協力事業所・団体様は次のとおりです。

■日本赤十字社前橋赤十字病院

■群馬大学医学部附属病院

■群馬弁護士会館

■社会保険群馬中央総合病院

■㈱田園プラザ川場道の駅
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■すてっぷぐんま相談電話

☎027-243-9991
月～金　10:00～15:00

（年末年始、祝日を除く）

相談無料 秘密厳守 編集・発行
公益社団法人
被害者支援センター すてっぷぐんま

〒371-0025
群馬県前橋市紅雲町１-７-12
住宅公社ビル
TEL／FAX 027-243-9992
http://www.step-gunma.org

  賛助会員募集  
私達の活動は、皆さまからの会費・ご寄附等により支えられています。
被害者の方が安心して相談できるセンターでありたいと、日々努力しています。
皆様の温かいご支援・ご協力をよろしくお願いします。

■入会方法

　年会費の振込により会員登録させていただきます。会員の方には、センターの機関誌をお届けします。
　・個人会員　　　　　１口　　1,000円から
　・法人・団体会員　　１口　 10,000円から

■寄附の受付

　賛助会費のほか、寄附金も広くお願いしています。

■振込先（４月より振込口座番号が変更になりました）

　振込口座　　00160-9-473135（郵便局振替）
　口座名称　　被害者支援センターすてっぷぐんま

　皆様のご協力をよろしくお願いします。

  賛助会費や寄附は、課税優遇措置の対象になります  
　すてっぷぐんまへの賛助会費や寄附金は、税法上の優遇措置の対象となります。

個人

　税額控除制度　所得金額の40％を限度として2,000円を超える部分の40％相当額（その年分の所
得税額の25％が上限）が公益社団法人等寄附金特別控除として、その年分の所得
税額から控除することができます。ただし、平成25年４月18日以降に納入された

賛助会費、寄附金が対象となります。

　所得控除制度　所得金額の40％を限度として2,000円を超える部分をその年分の総所得金額から
控除することができます。

法人

　法人の規模に応じて算出される一般寄附金の損金算入限度額とは別に、別枠の損金算入限度額が
設けられており、その限度額までの寄附金額を損金に算入できます。

詳しくは、すてっぷぐんまのホームページ、または国税庁のホームページをご覧下さい。


